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平
成
二
十
二
年
四
月
か
ら
二
十
六
年
三
月
末
ま
で
の
四
年
間
、
農
学
部
附
属
農
業
教
育
資
料
館
(
旧
盛
岡
高
等
農

林
学
校
本
館
、
以
下
資
料
館
ま
た
は
旧
本
館
と
称
す
)
の
館
長
を
務
め
さ
せ
て
頂
い
た
。
在
任
中
に
耐
震
改
修
と
い

う
大
き
な
工
事
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
館
内
の
資
料
の
整
理
を
し
た
こ
と
も
あ
り
、
ま
た
、
こ
の
建
物
や
資
料
館
所

有
の
賢
治
と
関
わ
り
の
あ
る
資
料
に
つ
い
て
、
学
外
の
皆
さ
ん
か
ら
い
ろ
い
ろ
と
ご
指
導
頂
い
た
の
で
、
そ
の
お
札

も
兼
ね
て
い
く
つ
か
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
ご
紹
介
す
る
。

資
料
館
の
耐
震
改
修

資
料
館
は
盛
岡
高
等
農
林
学
校
の
本
館
と
し
て
大
正
元
年
十
二
月
に
竣
工
し
、
大
正
二
年
一
月
よ
り
使
用
が
開
始

さ
れ
た
建
物
で
、
明
治
後
期
の
欧
風
建
築
を
代
表
す
る
貴
重
な
建
築
物
と
し
て
、
平
成
六
年
七
月
に
国
の
重
要
文
化

財
に
指
定
さ
れ
た
。
賢
治
が
盛
岡
高
等
農
林
学
校
に
入
学
し
た
の
は
大
正
四
年
四
月
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
本
館
は
新

築
さ
れ
て
か
ら
わ
ず
か
二
年
ほ
ど
で
あ
り
、
真
新
し
い
中
で
入
学
生
の
総
代
を
務
め
た
の
で
あ
っ
た
。
当
時
、
資
料

館
の
北
側
に
は
運
動
場
と
水
田
等
の
圃
場
が
広
が
っ
て
い
た
の
で
、
二
階
の
講
堂
か
ら
は
秀
麗
な
岩
手
山
を
眺
め
る

こ
と
が
出
来
た
は
ず
で
あ
る
。

さ
て
、
資
料
館
は
、
平
成
二
十
一
二
年
三
月
十
一
日
の
東
日
本
大
震
災
に
も
耐
え
た
が
、
全
学
的
に
建
物
の
耐
震
改

修
が
進
む
中
、
こ
の
前
年
か
ら
耐
震
改
修
の
準
備
に
入
っ
て
い
た
。
現
状
の
調
査
と
モ
デ
ル
実
験
に
よ
り
建
物
の
耐



竣工当時の旧本館(創立10周年記念帖，

大正2年9月)

震
性
能
の
評
価
を
行
っ
た
結
果
、
資
料
館
の
耐
震
性
能
向
上
の
た
め
、
後
世
の

改
造
に
よ

っ
て
撤
去
さ
れ
た
耐
震
壁
の

一
部
を
復
元
す
る
こ
と
に
よ
り
、
耐
震

性
能
の
向
上
と
文
化
財
的
価
値
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
補
強
方
針

を
策
定
し
た
。
耐
震
改
修
工
事
は
、
平
成
二
十
三
年
七
月
十
五
日
付
け
で
文
化

庁
の
現
状
変
更
許
可
の
後
、
平
成
二
十
四
年
四
月
二
十
三
日

1
同
十
月
三
十

一

日
ま
で
の
工
期
と
し
、
予
定
期
間
内
に
工
事
を
完
了
し
た
。
主
な
改
修
箇
所
は

以
下
の
通
り
で
あ
る
。

一
階
の
外
周
壁
の
復
元

図
1
と
図

2
を
見
る
と
分
か
る
よ
う
に
、
竣
工
当
時
の
外
壁
は
、
一
階
と
二

階
の
窓
部
分
が
同
じ
位
置
に
あ
っ
た
が
、
後
世
に
な
っ
て
一
階
部
分
の
十
一
箇

所

(図
3
と
図
4
)
を
窓
に
変
更
し
た
。
今
回
の
改
修
で
後
世
に
改
修
し
た
こ

れ
ら
の
一
階
の
窓
部
分
を
、
竣
工
当
時
の
通
り
に
復
元
す
る
と
共
に
、
北
西
側

背
面
の
出
入
り
口
部
分
を
窓
・
腰
壁
に
復
元
し
、
耐
震
補
強
を
行
っ
た
。
図
5

と
図
6
に
は
復
元
し
た
壁
の
軸
組
を
示
す
。

〆戸、、

一
、、ーノ

耐震改修前の資料館(平成24年4月25日)

盛岡高等農林学校と宮津賢治

一
階
展
示
室
の
間
仕
切
り
の
復
元

図
7
に
示
す
よ
う
に
、
旧
第
三
資
料
展
示
室
の
西
側
壁
よ
り
九
・
一
メ
ー
ト

ル
の
位
置
に
、
出
入
り
口

一
箇
所
を
備
え
た
梁
間
方
向
の
間
仕
切
り
壁
を
復
元

す
る
こ
と
に
よ
り
、
耐
震
補
強
を
行
う
こ
と
と
し
た
。
な
お
、

二
階
は
現
状
通

〆---.._

一一、、_./

図2

り
と
し
た
。
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図3 1階部の窓の変更箇所 (正面側)

図4 1階部の窓の変更箇所 (背面側)

資料提供/(株)三四五建築研究所
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正面側軸組図

図5 正面側軸組

背面側軸組函

図6 背面側軸組
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凡例
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撤去された軸組部分

※外部側より見る

後世の改造によって

撤去された軸組部分

資料提供/(株)三四五建築研究所



1階平面図(修理前)

図7 1階展示室の間仕切りの復元 (点線の箇所)

講堂

2階平面図(修理前)

図8 2階講堂 (変更無し)

資料提供/(株)三四五建築研究所
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(
三
)
屋
根
の
全
面
改
修
と
外
壁
の
塗
装
他

屋
根
葺
材
に
劣
化
・
破
損
が
見
ら
れ
、
雨
漏
り
を
引
き
起
こ
す
恐
れ
が
あ
る
上
、
屋
根
茸
材
の
落
下
も
見
ら
れ
、

防
災
上
も
対
応
が
必
要
な
状
態
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
屋
根
の
全
面
改
修
を
行
っ
た
。
現
状
の
ス
レ
ー
ト
茸
き
(
人
工

製
品
)
は
、
全
面
葺
き
替
え
と
し
、
下
茸
き
ル
1
フ
ィ
ン
グ
も
更
新
し
た
。
ま
た
、
外
部
の
塗
装
は
劣
化
が
進
み
、

塗
り
替
え
時
期
に
来
て
い
た
の
で
、
外
壁
の
復
元
に
伴
い
ポ
リ
ウ
レ
タ
ン
樹
脂
塗
料
を
用
い
て
外
部
塗
装
の
塗
り
替

え
等
の
外
壁
の
修
理
を
行
っ
た
。
な
お
、
二
階
の
講
堂
部
分
に
つ
い
て
は
、
図
8
に
示
す
よ
う
に
今
回
の
改
修
で
は

手
を
加
え
て
お
ら
ず
、
ほ
ぼ
竣
工
当
時
の
ま
ま
と
な
っ
て
い
る
。
今
後
は
、
東
日
本
大
震
災
の
際
に
亀
裂
の
入
っ
た

内
壁
の
補
修
や
、
天
井
の
補
修
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

今
回
の
耐
震
改
修
に
際
し
、
資
料
館
に
関
す
る
各
種
の
調
査
が
行
わ
れ
た
。
外
装
の
塗
り
替
え
の
変
遷
に
つ
い
て

は
、
既
に
本
シ
リ
ー
ズ
の
第
一
輯
に
て
若
尾
紀
夫
元
館
長
が
述
べ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
各
部
屋
の
利
用
状
況
の

変
遷
に
つ
い
て
ご
紹
介
す
る
。

各
部
屋
の
利
用
状
況
の
変
遷
に
つ
い
て
は
、
図
9
に
示
す
通
り
で
あ
る
。
大
正
二
年
一
月
の
使
用
当
初
か
ら
、
一

階
は
事
務
室
、
二
階
は
講
堂
と
し
て
利
用
さ
れ
た
が
、
大
正
中
期
頃
ま
で
は
部
屋
の
用
途
変
更
が
行
わ
れ
た
。
特
に

玄
関
を
入
っ
て
突
き
当
た
り
の
部
屋
は
二
度
、
用
途
の
変
更
を
行
っ
て
お
り
、
当
初
は
庶
務
・
教
務
課
で
あ
っ
た
が
、

会
議
室
、
応
接
室
と
変
遷
し
て
い
る
。
大
正
九
年
に
応
接
室
と
な
っ
て
か
ら
は
、
昭
和
中
期
ま
で
は
そ
の
ま
ま
使
わ

れ
た
。
昭
和
初
期
は
、
間
仕
切
り
壁
の
改
造
な
ど
の
大
き
な
改
造
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
周
囲
の
附
属
施
設
の
整

備
が
進
み
、
昭
和
四
年
以
降
は
旧
本
館
か
ら
食
堂
が
な
く
な
り
、
再
び
会
議
室
が
設
け
ら
れ
た
。
ま
た
、
昭
和
十
二

年
頃
に
は
背
面
の
東
西
に
便
所
と
物
置
が
設
置
さ
れ
、
こ
れ
に
伴
い
東
西
端
の
窓
が
撤
去
さ
れ
た
。
窓
の
追
加
が
多

く
行
わ
れ
た
の
は
こ
の
時
期
で
、
昭
和
十
、
十
一
年
に
は
複
数
回
に
わ
た
っ
て
、
少
な
く
と
も
六
箇
所
、
昭
和
中
期

ま
で
に
更
に
一
箇
所
(
背
面
中
央
)
の
窓
が
追
加
さ
れ
た
。
ま
た
、
同
時
に
内
外
装
の
塗
り
替
え
も
行
わ
れ
た
。
昭

和
十
六
年
に
は
戦
時
中
の
金
属
供
出
に
よ
り
、
玄
関
上
部
の
バ
ル
コ
ニ
ー
手
す
り
の
装
飾
が
失
わ
れ
現
在
で
も
復
活

盛岡高等農林学校と宮津賢治7 
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図9 各部屋の利用状況の変遷(耐震改修前まで)
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し
て
い
な
い
。

昭
和
二
十
四
年
に
岩
手
大
学
農
学
部
と
な
る
と
、
旧
本
館
は
大
学
事
務
局
と
し
て
用
い
ら
れ
た
。
現
在
の
建
物
に

残
る
間
仕
切
り
壁
の
改
造
の
多
く
は
こ
の
前
後
で
行
わ
れ
て
い
る
。
昭
和
二
十
年
頃
の
配
置
図
で
は
、
会
計
課
が
広

げ
ら
れ
、
応
接
室
は
東
側
の
部
屋
へ
と
移
動
し
、
建
物
背
面
の
便
所
と
倉
庫
に
も
形
状
の
変
化
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、

外
部
に
つ
い
て
は
ス
レ
ー
ト
茸
き
の
主
屋
の
屋
根
の
軒
先
を
ト
タ
ン
に
変
更
し
た
。
昭
和
四
十
九
年
に
大
学
本
部
が

現
在
地
に
移
転
し
た
こ
と
に
よ
り
、
保
存
す
る
べ
き
か
の
是
非
が
あ
っ
た
が
、
貴
重
な
建
物
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
同

窓
会
か
ら
の
寄
付
を
元
に
し
て
、
旧
本
館
は
昭
和
五
十
一
年
に
修
理
が
着
工
さ
れ
た
。
こ
の
修
理
で
は
、
庶
務
課
・

教
務
課
の
部
屋
に
間
仕
切
り
を
設
け
、
ビ
ジ
タ
ー
ル

l
ム
と
展
示
資
料
室
に
し
、
受
付
と
宿
直
室
の
間
仕
切
り
を
撤

去
し
応
接
と
し
た
。
現
在
こ
の
部
屋
の
天
井
に
は
、
間
仕
切
り
を
し
た
壁
の
後
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
北
側
の
部

屋
は
、
第
一
、
第
二
資
料
室
と
し
、
会
議
用
の
机
・
椅
子
の
設
備
の
他
、
授
業
が
出
来
る
よ
う
に
視
聴
覚
機
器
を
入

れ
て
い
た
時
代
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
玄
関
ホ
1
ル
の
正
面
の
部
屋
は
、
会
議
室
か
ら
和
室
と
湯
沸
室
に
変
更
さ
れ
た
。

こ
の
昭
和
五
十
一
年
ま
で
の
聞
に
正
面
東
側
の
二
箇
所
に
窓
が
追
加
さ
れ
て
い
る
。
更
に
天
然
ス
レ
ー
ト
葺
き
の
屋

根
を
全
面
人
工
ス
レ
ー
ト
に
替
え
、
破
損
の
激
し
か
っ
た
棟
飾
り
は
、
正
面
飾
り
の
屋
根
両
端
の
棟
飾
り
二
箇
所
を

取
り
外
し
て
保
存
し
、
正
面
飾
り
屋
根
中
央
と
大
棟
両
端
の
計
三
箇
所
を
残
し
た
。
他
、
玄
関
上
部
の
バ
ル
コ
ニ
ー

手
摺
り
の
作
り
替
え
と
便
所
の
水
洗
化
を
行
っ
た
。
ま
た
、
内
外
塗
装
の
塗
り
替
え
も
行
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
昭

和
五
十
三
年
一
月
か
ら
は
、
高
等
農
林
学
校
以
来
の
農
学
部
内
の
資
料
を
展
示
し
後
世
に
伝
え
る
た
め
に
、
農
業
教

育
資
料
館
と
し
て
の
利
用
が
始
ま
っ
た
。

耐
震
改
修
工
事
と
平
行
し
て
、
一
階
部
分
で
こ
れ
ま
で
に
展
示
し
て
き
た
資
料
の
展
示
方
法
を
見
直
し
、
で
き
る

だ
け
各
展
示
室
の
展
示
コ
ン
セ
プ
ト
を
統
一
す
る
こ
と
に
し
た
。
そ
の
結
果
、
図
叩
の
よ
う
に
部
屋
名
称
を
変
更
し
、

展
示
物
の
再
構
成
を
行
っ
た
。
特
に
第
四
資
料
展
示
室
に
は
、
賢
治
に
関
す
る
資
料
や
賢
治
に
大
き
な
影
響
を
与
え

た
先
生
等
に
関
す
る
資
料
を
中
心
に
展
示
す
る
こ
と
と
し
、
賢
治
の
生
い
立
ち
と
高
等
農
林
で
の
賢
治
の
足
跡
を
辿

盛岡高等農林学校と宮津賢治9 



!日校長室

図10 耐震改修後の資料館1階の部屋名称
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耐震改修後の資料館外観
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図12 資料館の基礎煉瓦換気ログリル

特集盛岡と賢治の思い出

図11

れ
る
よ
う
に
し
た
。
展
示
ケ
l
ス
内
に
は
岩
石
や
土
壌
の
分
析
に
用
い
ら
れ
た
各
種
の
器
具
、
偏
光
顕
微
鏡
等
を
初

め
、
分
析
用
の
器
具
、
賢
治
の
集
め
た
岩
石
標
本
や
薄
片
標
本
、
ま
た
、
賢
治
が
見
た
で
あ
ろ
う
鉱
物

・
岩
石
標
本
、

盛
岡
付
近
地
質
図
を
作
成
し
た
と
き
に
賢
治
の
歩
い
た
滝
沢
方
面
の
調
査
に
関
す
る
資
料
、
得
業
論
文
(
卒
業
論

文
)
、
文
芸
関
係
の
資
料
、
賢
治
に
影
響
を
与
え
た
関
豊
太
郎
教
授
及
び
小
野
寺
伊
勢
之
助
教
授
の
資
料
、
賢
治
の

童
話
に
影
響
を
与
え
た
火
山
模
型
な
ど
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。
図
日
に
は
耐
震
改
修
後
の
資
料
館
の
外
観
を
示
し
た
。

ま
た
、
図
ロ
は
資
料
館
の
基
礎
煉
瓦
の
換
気
口
で
、
普
段
見
落
と
し
が
ち
で
あ
る
が
、
鍬
が
モ
チ
ー
フ
と
な
っ
て
お

り
実
学
を
基
礎
と
し
て
重
視
す
る
創
建
当
時
の
校
風
を
今
に
伝
え
て
い
る
。
校
長
室
と
二
階
講
堂
に
つ
い
て
は
、
今

回
展
示
の
変
更
は
し
て
い
な
い
。
校
長
室
に
は
歴
代
の
校
長
先
生
の
書
を
は
じ
め
書
籍
等
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。
二

階
の
講
堂
に
は
、
歴
代
校
長
の
肖
像
画
を
は
じ
め
高
等
農
林
、
拓
殖
訓
練
所
等
の
校
旗
、
昭
和
四
十
八
年
卒
ま
で
の

卒
業
写
真
(
一
部
欠
落
)
等
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。



鉱
物
・
岩
石
標
本
と
岩
石
薄
片
標
本

資
料
館
に
は
明
治
、
大
正
期
に
購
入
さ
れ
た
多
く
の
鉱
物
・
岩
石
標
本
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
標
本
の

中
に
は
、
賢
治
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
関
豊
太
郎
先
生
が
ド
イ
ツ
留
学
中
(
明
治
四
十
三
年
十
二
月

l
大
正
二
年

五
月
)
に
購
入
し
た
ク
ラ
ン
ツ
社
の
鉱
物
標
本
七
十
五
種
(
明
治
四
十
四
年
八
月
購
入
)
も
含
ま
れ
て
い
る
が
、
他

の
標
本
と
共
に
長
年
整
理
が
進
ま
ず
長
ら
く
資
料
館
内
に
放
置
さ
れ
て
い
た
。
平
成
二
十
三
年
に
(
独
)
産
業
技
術

総
合
研
究
所
フ
エ
ロ

l
の
加
藤
砧
二
博
士
と
同
地
質
標
本
館
名
誉
館
長
の
青
木
正
博
博
士
の
お
力
添
え
に
よ
り
、
各

標
本
の
洗
浄
と
整
理
を
し
て
い
た
、
だ
い
た
。
岩
石
の
洗
浄
は
少
し
手
伝
わ
せ
て
頂
い
た
が
、
長
年
ほ
こ
り
を
か
ぶ
っ

て
い
た
標
本
が
見
違
え
る
よ
う
に
当
時
の
輝
き
を
取
り
戻
す
様
に
は
感
動
し
た
。
賢
治
の
文
学
作
品
に
使
わ
れ
て
い

る
七
十
二
の
石
は
、
両
博
士
の
強
い
お
薦
め
も
あ
っ
て
、
賢
治
の
文
学
作
品
の
ワ
ン
フ
レ
ー
ズ
を
添
え
て
資
料
館
内

の
第
四
展
示
室
に
て
展
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
賢
治
の
歩
い
た
盛
岡
近
郊
の
岩
石
に
つ
い
て
も
、
盛
岡
サ
イ
エ
ン
ス

の
栗
谷
川
寛
衛
氏
の
お
力
添
え
と
若
尾
元
資
料
館
長
の
ご
尽
力
で
、
展
示
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
賢
治
ら
の
作
成
し

た
盛
岡
付
近
地
質
図
と
重
ね
合
わ
せ
て
ご
覧
頂
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

第
四
展
示
室
に
は
、
賢
治
が
採
取
し
て
き
た
岩
石
標
本
も
展
示
し
て
い
る
他
、
賢
治
ら
当
時
の
学
生
の
作
成
し
た

岩
石
の
薄
片
標
本
に
つ
い
て
も
展
示
し
て
お
り
、
岩
根
橋
/
輝
石
角
閃
石
と
記
載
の
あ
る
も
の
が
賢
治
の
製
作
と
鑑

定
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
岩
石
薄
片
標
本
の
他
、
関
先
生
が
ド
イ
ツ
留
学
中
に
購
入
し
た
ク
ラ
ン
ツ
社
の
岩
石
薄

片
標
本
三
百
三
十
六
種
(
大
正
二
年
三
月
購
入
)
他
も
展
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
薄
片
標
本
に
つ
い
て
は
、

(
独
)
国
立
科
学
博
物
館
地
学
研
究
部
部
長
の
横
山
一
己
博
士
の
ご
厚
意
に
よ
り
、
資
料
館
所
蔵
の
薄
片
標
本
全
て

の
偏
光
顕
微
鏡
写
真
を
撮
影
し
て
頂
い
た
。
偏
光
顕
微
鏡
を
扱
う
に
は
細
心
の
注
意
が
必
要
で
あ
り
直
接
の
操
作
は

で
き
な
か
っ
た
が
、
顕
微
鏡
の
傍
ら
の
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
に
映
し
出
さ
れ
る
薄
片
の
偏
光
顕
微
鏡
に
よ
る
画
像
に
は
感

激
し
た
。
賢
治
も
高
等
農
林
時
代
に
こ
れ
ら
の
薄
片
標
本
を
観
察
し
、
ま
た
自
分
で
作
成
し
た
薄
片
標
本
を
、
当
時

高
価
だ
っ
た
『
口
自
社
製
の
偏
光
顕
微
鏡
を
用
い
て
観
察
し
て
い
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
感
慨
ひ
と
し
お
で
あ
る
。

盛岡高等農林学校と宮津賢治11 



ク
ラ
ン
ツ
社
の
薄
片
標
本
の
多
く
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
か
ら
採
取
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
中
に
一
枚
だ
け
日

本
の
岩
石
の
薄
片
標
本
も
含
ま
れ
て
い
た
の
で
驚
き
で
あ
っ
た
。
三
二
二
番
の
目
。
岳

g
E
H
Z
'∞の
E
E
(目
。
骨
H
5
2
5

の
現
在
名
は

E
O
B
S昇
。

)
u
o
g
E
S
F
∞E
Z
E
w
ぃ

8
gと
記
さ
れ
た
こ
の
岩
石
は
、
学
名
が
紅
簾
石
片
岩
で
あ
る
。

賢
治
が
盛
岡
高
等
農
林
学
校
に
在
籍
し
て
い
た
頃
に
は
、
既
に
こ
の
薄
片
標
本
は
あ
っ
た
の
で
、
お
そ
ら
く
賢
治
も

こ
の
薄
片
標
本
を
偏
光
顕
微
鏡
で
観
察
し
た
と
思
わ
れ
る
口
ま
た
、
ク
ラ
ン
ツ
杜
の
薄
片
標
本
は
、
賢
治
が
自
ら
の

手
に
よ
る
薄
片
標
本
製
作
の
際
に
大
い
に
参
考
に
な
っ
た
に
違
い
な
い
。
紅
簾
石
は
マ
ン
ガ
ン
鉱
床
特
有
の
鉱
物
と

考
え
ら
れ
て
い
た
が
、
東
京
大
学
地
質
学
教
室
の
二
代
目
教
授
の
小
藤
文
治
郎
博
士
が
、
徳
島
市
近
郊
の
眉
山
(
標

高
二
九

0
メ
ー
ト
ル
)
の
結
晶
片
岩
が
紅
簾
石
を
含
む
こ
と
を
、
明
治
二
十
一
年
に
世
界
で
初
め
て
紹
介
し
、
世
界

中
に
知
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
ち
な
み
に
当
時
眉
山
は
大
滝
山
と
呼
ば
れ
て
い
た
そ
う
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
の
時
小
藤
教
授
は
、
長
瀞
・
寄
居
で
も
紅
簾
石
片
岩
が
あ
る
こ
と
を
同
時
に
紹
介
し
て
い
た
。

賢
治
は
大
正
五
年
(
二
年
生
)
、
関
先
生
と
神
野
先
生
の
指
導
の
下
で
、
埼
玉
県
秩
父
地
方
の
地
質
旅
行
に
参
加

し
て
い
る
が
、
九
月
三
j
四
日
に
秩
父
地
方
の
荒
川
沿
い
の
岩
層
を
探
査
し
、
長
瀞
な
ど
の
結
晶
片
岩
類
や
、
上
流

の
秩
父
十
日
生
層
を
見
学
し
、
そ
れ
ら
の
織
り
な
す
摺
曲
美
に
驚
嘆
し
た
そ
う
で
あ
る
。
後
年
の
長
谷
川
米
蔵
教
授
に

よ
る
「
長
櫛
見
学
の
要
領
」
に
は
「
鉱
物
標
本
陳
列
所
下
よ
り
:
・
六
付
近
の
結
品
片
岩
類
紅
簾
片
岩
」
の
記

載
も
あ
り
、
注
目
す
べ
き
岩
石
の
一
つ
と
し
て
紹
介
し
て
い
る
。
賢
治
の
後
輩
の
藤
田
謙
二
氏
が
大
正
十
三
年
に
秩

父
長
瀞
地
方
の
地
質
旅
行
を
行
っ
た
際
の
旅
行
記
に
よ
れ
ば
、
旧
親
鼻
橋
の
た
も
と
の
大
き
な
岩
が
紅
簾
片
石
で
あ

り
、
「
そ
の
薄
紅
陽
に
輝
き
て
麗
し
」
と
記
し
て
い
る
。
ま
た
、
標
本
と
し
て
採
取
し
た
と
も
記
さ
れ
て
い
る
。
賢

治
が
採
取
し
た
岩
石
標
本
に
紅
簾
石
片
岩
は
な
い
が
、
こ
の
親
鼻
橋
で
は
紅
簾
片
岩
も
採
取
し
た
の
で
は
な
い
か
と

の
推
測
も
あ
る
。
な
お
、
ク
ラ
ン
ツ
社
の
薄
片
標
本
の
偏
光
顕
微
鏡
写
真
は
、
資
料
館
内
に
設
置
し
た
デ
ィ
ス
プ
レ

イ
装
置
で
来
館
者
が
自
由
に
観
察
で
き
る
よ
う
に
し
て
行
く
予
定
で
あ
る
。
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賢
治
の
石
の
標
本
で
も
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
栗
谷
川
寛
衛
さ
ん
に
よ
れ
ば
、
「
賢
治
の
歩
い
た
場
所
を
当
時
と

同
じ
季
節
・
時
間
に
歩
い
て
、
同
じ
よ
う
に
石
集
め
を
し
て
み
な
さ
い
。
そ
う
し
な
い
と
、
作
品
に
書
か
れ
て
い
る

こ
と
や
賢
治
の
生
涯
の
こ
と
は
読
み
解
け
な
い
よ
。
」
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
今
回
鉱
物
・
岩
石
標
本
や
岩
石
薄
片

標
本
に
携
わ
る
こ
と
に
な
り
、
心
に
残
っ
た
一
二
一
一
口
で
あ
っ
た
。
賢
治
の
文
学
作
品
は
賢
治
独
自
の
偏
光
フ
ィ
ル
タ
ー

が
強
く
作
用
し
て
い
る
の
で
、
素
人
の
私
に
は
理
解
で
き
な
い
と
こ
ろ
も
多
い
の
で
あ
る
が
、
せ
め
て
盛
岡
高
等
農

林
学
校
時
代
そ
の
ま
ま
の
資
料
館
に
ご
来
館
頂
き
、
賢
治
が
学
生
時
代
に
目
に
し
た
標
本
や
調
査
や
分
析
等
に
用
い

た
実
験
器
具
な
ど
を
直
接
ご
覧
に
な
っ
て
頂
き
、
賢
治
が
そ
の
時
何
を
見
て
何
を
感
じ
た
の
か
に
思
い
を
巡
ら
せ
て

頂
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

最
後
に
、
(
独
)
産
業
技
術
総
合
研
究
所
フ
エ
ロ

l
の
加
藤
碩
一
博
士
と
同
地
質
標
本
館
名
誉
館
長
の
青
木
正
博

博
士
、
(
独
)
国
立
科
学
博
物
館
地
学
研
究
部
部
長
の
横
山
一
己
博
士
、
盛
岡
サ
イ
エ
ン
ス
の
栗
谷
川
寛
衛
氏
、

三
四
五
建
築
研
究
所
の
上
野
幸
夫
氏
、
演
回
文
仁
氏
、
元
館
長
の
若
尾
紀
夫
名
誉
教
授
と
小
野
伴
忠
名
誉
教
授
、
資

料
館
事
務
室
の
伊
五
津
佳
子
さ
ん
、
金
野
洋
子
さ
ん
、
岩
手
大
学
施
設
管
理
課
及
び
農
学
部
事
務
室
の
皆
さ
ん
に
は

一
方
な
ら
ぬ
ご
支
援
と
ご
協
力
を
頂
い
た
。
こ
こ
に
記
し
て
深
く
お
礼
と
感
謝
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。
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